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図1 機械学習モデルによる三次元マッピング

表1 機械学習モデルによる病型別の診断確率

表2 病型別における診断への項目の影響度 

解 説

1. 個人票情報を機械学習させることで診断予測モデルを作成した（表1）。診断予測モデルの精度は、全体で
AUC 0.851と極めて高い値を示した。なお、感染性CJDではAUC=0.731と予測精度が低い傾向が示された。

2. 機械学習として、Point wise linearモデルを用いることで、病型別に診断に大きく影響する因子を抽出すること
ができた（表2） これにより、3病型の分類に際して、いかなる要素が大きく関与しているかを明らかにした。3
病型に共通する要素としてプリオン蛋白遺伝子検査実施が認められた。一方で、ミオクローヌスは、孤発型、
遺伝型で上位に位置付けられたが(0.5374、0.1879）、感染型では低い位置付けとなった（0.0364）。なお、視覚
異常は感染性で0.075と高く、遺伝性で0.0179、孤発性で<0.0001と極めて低い傾向が示された。

3. 53例をランダムに選択し、機械学習モデルにより診断確率を算出した後、三次元データプロットを 行った（図
1）。これにより、sCJD、fCJD、iCJDの病型間の関係性を明らかにすることができた。
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